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星の会星の会星の会
不登校を考える親の会

2009年３月29日(日）

（代表）加嶋文哉

〒876-0814

佐伯市東町12-15

0972-24-1669

第　93号

(年会費　2,000円）
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■第53回　大分例会　（通算325回）　

○４月３日（金）　19：00～21：40

○大分コンパルホール　視聴覚室（４Ｆ）　

○参加費　会員は無料／一般は300円　　　　　

■第147回　津久見例会（通算326回）　　

○４月10日（金）　19：30～22：00

○大分海運の事務所（２階）

　詳しくは、戸高さん（090-9792-7317）まで　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

津久見

例会会場
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■「星の会」は1994年10月22日に佐伯で生まれました。

■「星の会」は、不登校の子どもを持つ親の会です。親以外に

　も不登校について継続的に考えていきたい教師・個人も入会

　できます。

■「星の会」の例会は、大分・津久見で月１回開いています。

■「星の会」は年会費2,000円です。（1月が更新の月）

■（例会には参加できなくても）会報を読むだけの会員も大歓

　　迎です。周りの方に拡げて下さい。













































←大分高速

876-0814

佐伯市東町12-15

加嶋文哉　　様　0

名前につく「様」の後に

　0　の数字がある方は、未納です。　

 -1　の数字がある方は、納めています。

尚、間違いがある場合は加嶋までご連絡を。

封筒に貼られた封筒に貼られた

ラベルを見てくださいラベルを見てください

会費を納めたかどうか
はっきりしない方は…

封筒に貼られた

ラベルを見てください

次回予告

○大分例会　５月１日（金）19：00～21：40／コンパルホール

○津久見例会　５月８日（金）19：30～22：30

変更する場合があるので、会報で確認して下さい。

年会費は 2000円です

●会費は2009年の分だけで結構です。2008年以前のさかのぼっての徴収はしません。

●会費は、加嶋宛に封書で郵送して下さい。外からお金が見えない工夫をして下さいね。

●「星の会」をやめたい方は、加嶋まで電話かメールかハガキ・封書等でご連絡下さい。

●会費は「星の会」を続ける意思の確認でもあります。続ける方は納入をお願いしますね。

2009年の

会費を納めて下さい

（Ｅ-mail）ichibanboshi@cts-net.ne.jp

R217

佐伯→
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　数年前のＭさんの体験です。子どもが不登校を始めて、これまで務めて

いた仕事を辞めました。これまで仕事を優先して、子どものことをふりか

えらずにいた自分が許せなかったからです。また、仕事を辞めて、子ども

に愛情をかければ、子どもが学校に行くようになると思ったからです。

　しかし、好きな仕事を辞めて、毎日々々子どもと四六時中一緒にいる生

活は、大変なストレスでした。愛情を…と思っても、子どもの嫌な態度が

目についてしまうのです。ゲームばかりをして、ダラダラとしている子ど

もが許せなくなってきました。ささいなことで子どもを大きな声で叱って

しまい、「お母さんは、仕事に行ってくれた方が良かった。」と子どもに

泣かれてしまいました。「私は、なんて情けない母親なんだろう。」と自

分を責めてしまいます。仕事の都合で外出するつれあいにも、「ちょっと

は、子どものことを考えてよ。」と厳しい口調で責めてしまいました。だ

んだん家族の関係がめちゃくちゃになっていくのがわかりました。「私が

しっかりしなければ…。」と自分の気持ちを抑えつけました。しかし、抑

えきれないで爆発してしまう。抑えているつもりでも、イライラしていて

不安定でピリピリしていました。

　もう、自分の頭がどうにかなってしまうと追い詰められた時に、新聞で

「星の会」の例会のことを知りました。「同じ不登校の子どもをもつ親た

ちに会ってみたい。」と、加嶋に電話をかけて例会に参加しました。

　ある会員さんが担任の先生に「子どもが不登校になったのは、お母さん

の愛情不足ではないですか」と言われ、会うのが怖くなった体験を話しま

した。Ｍさんは、その話を聴きながらハンカチで涙を拭いています。同じ

ような体験があったからかもしれません。違う会員さんが、「高校を辞め

て通信制高校に入学をしたけど、全然行こうとしない。将来が心配になり

…。」という話をしました。ハンカチを握りしめじっと聞いていました。

別の会員さんが、「うちは、子どもが3人いるけど、ヤンキー、ニート、

ひきこもり。どの子のことが聴きたい？」と笑って話します。その自然な

明るさにびっくりしているＭさん。

　Ｍさんの番が来ました。涙ながらに子どもの様子をひと通り話したあと、

「私は、学校に行かないでゴロゴロしている子どもを見ると、イライラし

てきて…子どもに愛情を…でも、どうしても甘えているとしか見えない。

私が仕事を辞めてまでがんばっているのに…。子どもを車に乗せて、その

まま…」と誰にも言えなかった気持ちを話しました。そんなふうに思うこ

とすらいけないと、抑えこんでいた自分の苛立ちを言葉にすることができ

ました。

「子どもは甘えてなんかいない。子どもも苦しいと思う。」「でも、Ｍさ

んもつらかったと思う。私はわかる…。」「私も、Ｍさんと同じ様な気持

ちになったことがあるなあ。私の場合は…。」と他の会員さん。それは、

一時しのぎの慰めや気休めや同情ではありません。自らの体験から出てき

た実感のある言葉です。

　「星の会」では、子どもの様子を話しますが、それだけではありません。

その時の親の気持ちも語り合います。「よかったぁ」という嬉しい気持ち、

「このままで大丈夫だろうか」という不安や焦りなどは勿論のこと、「こ

の子はいったい何をしているんだ」という怒りや悲しみや憎しみ、「どう

しても、不登校をしている子どもが愛せないし、見たくない。」という嫌

悪感なども語ることもあります。そうした気持ちを言葉にして誰かに聴い

てもらうことで、影に隠れている自分の思いが見えてくるものです。

　Ｍさんは、「子どものために」と我慢をしていたのは、子どもを「幸せ

な状態」に置くことで、自分が安心したかっただけだったことに気づきま

す。そして、Ｍさんは自分のために大好きな仕事を始めました。そのこと

を一番喜んでくれたのは、他ならぬ不登校をしている息子さんでした。

　例会で、子どもの様子と自分の気持ちを語り合いましょう。

ありのままを語り合い、受けとめ合う
その時の気持ちは、他の人が良い悪いをきめることではありません

「星の会」はどんな例会をめざしているか「星の会」はどんな例会をめざしているか ２

4月例会
もうすぐ、「星の会」のホ
ームページができます。
（グリーンコープさんの基金援助を受けて）


